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「
鷲
の
尾
」
は
岩
手
県
八
幡
平
市
の

地
酒
で
す
。
江
戸
時
代
の
終
わ
り
ご

ろ
の
１
８
２
９
年
に
創
業
し
、
今
も

創
業
当
時
の
酒
蔵
の
中
で
日
本
酒
を

造
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

銘
柄
名
の
「
鷲
の
尾
」
は
、
大
鷲

が
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
岩
手
山

の
山
麓
か
ら
湧
水
す
る
清
ら
か
な
水

で
醸
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
岩
手
山
は
、

別
名
で
「
岩
鷲
山
」
と
も
呼
ば
れ
、

春
に
な
る
と
山
頂
に
積
も
っ
た
雪
が

溶
け
、
大
鷲
が
羽
を
広
げ
て
山
の
向

こ
う
に
飛
び
立
っ
て
い
く
よ
う
に
見

え
る
雪
形
が
く
っ
き
り
と
現
れ
ま

す
。
鷲
の
雪
形
が
見
ら
れ
る
岩
手
山

の
麓
で
つ
く
ら
れ
る
日
本
酒
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
鷲
の
尾
の
方
で
つ
く
ら

れ
る
お
酒
と
い
う
意
味
で
鷲
の
尾
と

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

鷲
の
尾
の
日
本
酒
は
、「
地
酒
は

地
元
で
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
の
が
一

番
美
味
し
い
」
と
い
う
考
え
か
ら
９

９
．
９
％
が
岩
手
県
内
向
け
に
移
出

さ
れ
て
い
て
、
岩
手
で
な
け
れ
ば
味

わ
え
な
い
日
本
酒
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。「
鷲
の
尾
」
で
は
酒
造
好

適
米
に
限
ら
ず
、
使
用
す
る
原
料
米

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
的
な
味
わ
い
を
楽

し
ん
で
頂
け
る
日
本
酒
造
り
に
取
り

組
み
、
常
温
で
貯
蔵
し
て
も
美
味
し

さ
を
保
つ
こ
と
の
で
き
る
「
タ
フ
な

日
本
酒
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

弊
社
は
盛
岡
市
で
行
わ
れ
て
い
る
材
木
町
よ
市
に
月

１
回
参
加
し
て
お
勧
め
の
日
本
酒
を
ご
紹
介
し
て
い
ま

す
。
日
本
酒
以
外
に
も
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
、
そ
し
て
様
々

な
フ
ー
ド
も
楽
し
め
る
市
で
す
。

　

冷
え
込
み
が
厳
し
い
時
期
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

の
で
是
非
温
か
い
恰
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

十
一
月
に
な
り
、
蔵
人
も
全
員
が
揃
い
、
本
格
的
な

酒
造
り
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら『
し
ぼ
り
た
て
原
酒
』

の
醪
、
吟
醸
酒
・
純
米
酒
の
酒
母
の
仕
込
み
が
行
わ
れ
、

月
末
に
は
今
年
最
初
の
上
槽
（
醪
を
搾
っ
て
清
酒
と
酒

粕
に
分
け
る
こ
と
）
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
月
は
東
北
清
酒
鑑
評
会
の
結
果
発
表
と
製

造
技
術
研
究
会
が
あ
り
ま
す
。
仙
台
国
税
局
が
東
北
地

方
の
清
酒
製
造
者
の
製
造
技
術
及
び
清
酒
の
品
質
向
上

を
図
り
、
も
っ
て
酒
類
業
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
も

多
く
の
金
賞
・
入
賞
を
受
賞
し
て
い
る
東
北
地
方
の
中

で
の
レ
ベ
ル
の
高
い
鑑
評
会
な
の
で
結
果
が
楽
し
み
で

す
。

　

暦
の
上
で
は
も
う
す
ぐ
冬
と
な
り
ま
す
。
醪
の
仕
込

み
で
は
蒸
し
た
お
米
を
冷
ま
し
て
適
切
な
仕
込
み
温
度

に
す
る
、
醪
の
発
酵
を
緩
や
か
に
す
る
、
雑
菌
汚
染
の

リ
ス
ク
を
減
ら
す
な
ど
あ
る
程
度
気
温
が
低
い
方
が
清

酒
造
り
に
と
っ
て
良
い
環
境
と
な
り
ま
す
。
雪
が
多
す

ぎ
る
の
は
少
し
ば
か
り
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
が‥

蔵
の
様
子

２０２５年 11 月

写真 : 放冷中の酒米

よ
市
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商品紹介

好評発売中
しぼりたて原酒 蔵人の酒　純米吟醸

好評発売中

　酒造好適米を 40％まで磨き、
岩手県オリジナル酵母『ジョバ
ンニの調べ』を使用した、弊社
定番の純米吟醸酒です。弊社の
純米吟醸酒の造りの特徴として、
低温でゆっくりと発酵させるこ
とでクリアな酒質と米の旨味を
しっかりとお酒に残しつつ、香
りと味わいの調和したお酒造り
を意識しています。
　「蔵人の酒　純米吟醸酒」は、
華やかな吟醸香と甘味があり、
米の旨味をしっかりと持ったふ
くよかな味わいと後口の酸味の
キレによって飲み飽きしないお
酒です。

販売開始日　500ml　令和７年12月3日 小売価格（税込）

小売価格 ( 税込）
500ml 1,530 円
300ml 810 円

　原料米に自社田栽培の『はなの舞』を

はじめ、雫石産『吟ぎんが』・八幡平産『ぎ

んおとめ』と岩手山に見守られて育った

新米を使用した岩手山テロワールにこだ

わって醸した評判の新酒です。

　また、添加している醸造アルコールは

国産米を原料にして造られた米アルコー

ルを使用しています。米アルコールに

よってアルコールのピリピリと舌に残る

刺激が抑えられ、新酒のフレッシュさと

柔らかな口当たりを併せ持つお酒となり

ました。

　しぼりたて原酒は、しぼったその日の

朝に瓶詰をし、濾過をせずにそのままの

味わいを楽しんでいただけるお酒となっ

ております。

タフな日本酒造り
　このところ美味しい日本酒が増えてきました。製造者の技術の向上、その

技術を支える酒米や酵母、こうじ菌の開発の成果です。また、販売してくださっ

ている店頭でも日本酒を冷蔵庫に入れて頂く割合が増えてきました。日本酒

は味わいが変わりやすく、しぼったそのままの味をお届けするのはなかなか

難しいため、酒質の変化が少ない冷蔵での販売が行われることはお酒にとっ

てはありがたいことです。

　とはいえ、実際には冷蔵ではない常温の販売場の割合の方が高いですし、

生酒ではないのに冷蔵が必要なお酒は長期保存を可能としてきた醸造技術の

利点を生かし切れていないのではと考えています。私達はタフな日本酒造り

＝常温でも安心して保存して頂ける美味しい酒造りを目指しています。鷲の

尾の日本酒は変化することが当たり前と考えて、なおかつ簡単には悪い方向

に変化しないようにしっかりした酒造りをしています。このようにして造ら

れる日本酒は直接日光に当てないこと等に気を付けていただければ常温の保

管でも問題なく、冷蔵して頂けばさらに美味しさを保ちます。今月発売した

芳醇熟成酒も常温でひと夏越したお酒ですし、現在販売している陸羽 132 は

2021 年度に醸造し常温で貯蔵した日本酒です。熟成したお酒だけが持つ味

わいの丸みをお楽しみいただけたらと思います。 ↑陸羽 132（左）と今月発売中の芳醇熟成酒（右）
   どちらも常温で保存できるお酒となっております。

1.8L 3,830 円

原料米　山田錦・結の香

720ml 3,340 円
300ml 1,370 円

1.8L 6,890 円1.8L、300ml　令和7年12月5日


